
 

 

 

 
 

 

 

 桃がおいしい季節になり、我が家にも白桃の

入った小さな小包が届きました。私の大好物で

す。箱のふたを開けると、甘くて芳しい香りが

周囲に広がりました。箱に入っていた説明書に

は、30分ほど冷やすとおいしく食べられると書

いてあったので、冷蔵庫で冷やそうと、箱から

一つだけ取り出しました。桃はデリケートなの

で、余計な力を入れないようにそうっと取り出

しました。表面には細かいうぶ毛がびっしり生

えていました。写真や絵ではなかなか伝わらな

いことです。30 分ほど冷蔵庫で冷やしてから、

流水で流しながら表面のうぶ毛を洗い、皮をむ

きました。果肉が傷みやすいので、できるだけ

少ない回数で皮をむきたかったのですが、柔ら

かな皮はすぐに破れてしまい、思うようにいき

ませんでした。もったいないことに、種から外

す時に、ポタポタと果汁が落ちてしまいました。

むき終えた桃を一切れ口に入れると、蜜のよう

な甘さが口いっぱいに広がり、やさしい香りが

鼻へ抜けていき、幸せな気分になりました。 

 

 7月 10日（水）に、松江から宇田祥子さんを

お招きし、お話会を開催しました。宇田さんは、

ストーリーテリング（語り聞かせ）をとおして、

子どもたちの想像力を育て、生きる力を育むた

めの活動を、長年に渡って続けていらっしゃい

ます。 

 ストーリーテリングですから、絵本の読み聞

かせや紙芝居のように、絵を見ながら話を聞く

ということはありません。語りをひたすら聞く

だけです。斐伊小の子どもたちも、自分の頭の

中で絵を描きながら聞いていきました。 

 私も聞かせてもらいながら、子どもたちの様 

子を見ていました。40分ほどの時間に２～３話

の語りを聞きました。ござの上で体育座り（三 

角座り）をして聞いていた子どもたちにとって 

 

は、結構長い時間です。それでも、ほとんどの子

が、姿勢を崩すことなく、宇田さんの方をじっ

と見て上手に聞いており、感心しました。 

 上手に聞いている子どもの中に、物語の世界

に入り込んでいるかのように聞き入っている子

どもたちを見つけました。目の輝きが違いまし

た。そして、物語の展開に合わせていろいろな

表情を見せてくれました。「わざわざ松江から来

ていただいている宇田さんに失礼のないように

しっかり聞こう。」ということではなく、心から

宇田さんの語りを楽しんでいるようでした。頭

の中でどんな絵や映像を描いていたのか、でき

ることなら覗いてみたいくらいでした。 

 語りを心から楽しめた子どもたちは、きっと、

たくさんのことばを知っているのだと思います。

それも、ただ知っているのではなく、ことばに

関連した多様で豊かな生活体験があるのだと思

います。例えば、「桃」と聞いた時、桃を食べた

ことがない子どもと、缶詰の桃しか食べたこと

がない子ども、自分で皮をむいて食べた経験が

ある子どもとでは、頭に思い浮かべる「桃」のイ

メージは大きく異なります。多様で豊かな経験

と結びついた「ことば」をたくさん知っている

子どもほど、イメージは大きく膨らむはずです。 

 この１学期、斐伊小学校では、たくさんの地

域の方々や保護者の皆様のご協力を得ながら

様々な教育活動を実施してきました。それらの

教育活動をとおした多様な経験が、きっと、子

どもたちの中にある「ことば」に結びついてい

ると思います。 

 明日から夏休みに入ります。この休みを利用

して、子どもたちには、学校では十分にできな

いことを体験してほしいと思います。およそ 40

日間を家庭や地域で過ごします。保護者の皆様、

地域の皆様には、子どもたちが安心して充実し

た夏休みを過ごせるように支えていただきます

よう、よろしくお願いいたします。 （校長） 

        令和元年度 斐伊小学校だより 第４号   令和元年７月１９日
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 ７月３日（水）、４（木）に、１年生と２年生

が笹巻作りをしました。地域の「笹巻作り名人」

の皆さんに丁寧に教えていただいたので、上手

に作ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２日（火）、斐伊まちづくりセンターで「ふ

れあい交流会」がありました。３年生と地域の

お年寄りの方々との交流会です。３年生は、手

作りのピタゴラスイッチ（からくり装置）を披

露したり、クイズをしたりしました。ほかにも、

地域の皆さんと一緒にカルタ取りやけん玉を楽

しんだり、おやつを食べながらお話ししたりし

ました。 

 この日まで準備をしてきた３年生は大満足だ

ったようで、次回を楽しみにしています。 

 
 ７月９日（火）は学習公開日でした。たくさん

の保護者の皆さんにおいでいただき、ありがと

うございました。 

 この日の６校時には、雲南消防署の協力の下、

PTA 保体部主催の救急蘇生法講習会があり、５

年生と６年生も参加しました。遠慮したり、恥

ずかしがったりせず、友達と教え合いながら真

剣に練習に取り組む子どもたちは、とても頼も

しかったです。 

 

 

 

 本年度も、斐伊地区自治会長協議会を通じ、

教育振興費として、斐伊地区にお住まいの皆様

から多額の浄財を頂戴いたしました。出費多端

な折、ご支援いただきまして、心よりお礼申し

あげます。 

 市の方でも予算を確保していただいてはおり

ますが、財政厳しき折、十分とは言えない状況

であるというのが正直なところです。いただい

た教育振興費は、教育活動や環境整備に必要な

備品等の購入に充てさせて

いただきたいと考えており

ます。本当にありがとうござ

いました。 

 

 

笹巻作り名人の皆さん 
秋山 悦子 さん    落海 文子 さん 

松尾 千恵子 さん  福間 育子 さん 

小林 尚子 さん    周藤 美也子 さん 

松本 美也子 さん  小田川 清 さん 

堀江 慶子 さん    藤原 貞子 さん 

佐藤 敬子 さん    佐藤 富江 さん 

多根 節子 さん    深田 米子 さん 

佐藤 沖子 さん    小村 文子 さん 

稲田 治子 さん    佐藤 千寿 さん 

佐藤 栄子 さん    小林 フサエ さん 

ありがとうございました。 

３（土） 斐伊七夕まつり 

13（火）～19（月） 雲南市一斉学校閉庁期間 

18（日） PTA奉仕活動 

22（木） アユつかみ取り交流会 

26（月） 始業式 

27（火） 3 校時下校（給食なし） 

28（水） 短縮 4 校時下校（給食なし） 

29（木） 給食開始 


